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〔湖岸ヨシ帯〕

魚卵調査
（3～8月 1回/3
日）

仔稚魚調査
（3～9月 1回/週）

植生調査
（6月 2測線1回）

魚類移動調査
（4～8月 毎週）

〔針江浜川〕

みずすまし水田へ
キンラン産着卵調査
（4～8月 1回/3日）

鳥類調査
（6月 1回）

鳥類営巣調査
（魚卵・仔稚魚調査時）

遡上トラップ

降下トラップ

漂砂防止堤
“とめまろ”

消波堤 “波平”

“波太郎”

“うるうる水路”

“すくすく池”

針江浜川

“いきいきぜき”

“ぱたぱたぜき”

遡上トラップ

うるうる水路（H18～）

いきいきぜき（H18～）

うるうる水路へ

〔みずすまし水田〕

うるうる水路と
琵琶湖の連絡部

１．１ 針江浜うおじまﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 1 琵琶湖湖岸域の環境改善修復の概要
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平成19年調査概要
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干出対策
（クリーク掘削・導水）

調査結果

コイ・フナ類仔稚魚の生息数うるうる水路の通水状況

低水位時にも安定して連絡

在来魚の遡上阻害

いきいき堰の設置により、ウキゴリ、
ウツセミカジカの遡上阻害の可能性
あり

すくすく池への外来魚の侵入

閉塞1日のみ

すくすく池への外来魚の侵入は、クリーク掘削前（H16）に
オオクチバス２個体とブルーギル1個体、クリーク掘削後
はブルーギルが1～4個体であり、少なくとも導水による悪
影響はみられていない。（ 3～8月毎週のタモ網による調
査結果の合計（努力量はほぼ一定） ）

１．１ 針江浜うおじまﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

対最後、仔稚魚の
干出無し
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湖岸湿地湖岸湿地

タモ網・金魚網による
仔稚魚調査
(5～7月 3回)

タモ網・金魚網による
仔稚魚調査
(5～7月 3回)

さかなの泉

さかなの泉
まるたの水路
（水路側）

まるたの水路
（湖岸湿地側）

琵琶湖
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魚の回廊

魚の回廊

トラップによる
魚類採集
(4/26～8/16 毎週)

トラップによる
魚類採集
(4/26～8/16 毎週)

魚類移動調査
(4/26～8/16 毎週)

魚類移動調査
(4/26～8/16 毎週)

１．２ 深溝うおじまﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
1 琵琶湖湖岸域の環境改善修復の概要

平成19年調査概要
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降下開始（7/12）

さかなの泉内で採集
↓ 総採集数 全長mm

アユ 62 57-115
トウヨシノボリ 57 21-53
アメリカザリガニ 28 -
スジエビ 12 -
ウキゴリ 4 34-44
オイカワ 2 32-54
カネヒラ 5 30-42
フナ類 2 45-51
ドジョウ 1 172
ニゴロブナ 3 141-162
ヤリタナゴ 1 63
タナゴ亜科 1 29
ダニオ亜科 1 22

湖
岸
湿
地
↓

水
　
路
　
↑

さかなの泉

湖岸湿地～水路
両方向の
移動を行った

湖岸湿地→水路方向の
移動を行った

水路→湖岸湿地方向の
移動を行った

注）さかなの泉
での滞留がみら
れなかったた
め、さかなの泉
まで遡上できた
ものは反対側へ
も降下できたも
のと判断した

調査結果

魚の回廊の通水状況

7月中旬の一時期を除いて閉塞せ
ず（漂砂が溜まる傾向は継続）

コイ・フナ類仔稚魚の生息数

琵琶湖への推定降下数は減少、干
出死は確認されず

魚類の移動状況

ｱﾕ、ｶﾈﾋﾗ、ﾔﾘﾀﾅｺﾞ、ｵ
ｲｶﾜ、ﾆｺﾞﾛﾌﾞﾅ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、
ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ｳｷｺﾞﾘ、ｽｼﾞ
ｴﾋﾞ、ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆの少
なくとも10種がさかな
の泉を利用

閉塞2日のみ

98個体の稚魚が琵琶

湖へ回帰と推定

ドジョウを含む
10種が利用

１．２ 深溝うおじまﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
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湖北町延勝寺地区

川道・南浜地区

ヨシ群落自
然再生事業
区域である
2地区に各3
測線を設け、
ヨシ群落再
生モニタリ
ング（2年
目）として、
植生、産着
卵、仔稚魚、
魚類相に関
する調査を
実施した。
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１．３ 琵琶湖湖北地域ヨシ群落自然再生事業 1 琵琶湖湖岸域の環境改善修復の概要

平成19年調査概要
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指標種 指標種以外

ヨシ帯への依存度が高い魚類 ヨシ帯への依存度が低い魚類

在来種

●カネヒラ

●シロヒレタビラ 　●ヤリタナゴ

●ビワヒガイ 　●ホンモロコ

●ギンブナ 　●ニゴロブナ

(●ゲンゴロウブナ) 　●フナ類

●コイ 　●ドジョウ

●スジシマドジョウ小型種琵琶湖型

●スジシマドジョウ大型種

●ナマズ

●スナヤツメ 　●ウナギ 　●アユ

●カマツカ

●タモロコ 　(●スゴモロコ属)

●ゼゼラ 　●モツゴ 　●ウグイ

●アブラハヤ 　●オイカワ

●ヌマムツ 　●ハス 　●ダニオ亜科

●トウヨシノボリ 　●ウキゴリ

●イサザ 　●ウツセミカジカ

不明 ●タナゴ亜科

外来種

●タイリクバラタナゴ

●カムルチー 　●オオクチバス

●ブルーギル

●ワカサギ 　●ヌマチチブ

調査結果

指標種の選定

コイ・フナ類産着卵数・仔稚魚数

最もヨシ帯の奥行きがある湖北町延
勝寺地区のL2で最多の産着卵・仔
稚魚を確認

指標種の採集数

湖北町延勝寺地区のL1～3で多く比
率も高い

１．３ 琵琶湖湖北地域ヨシ群落自然再生事業
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• 針江浜うおじまプロジェクトについて、湖岸域の連続性が確保（土砂閉塞が0日）とフナ類の干出死
の防止（干出死0匹）を目標とした。消波堤による目標は、消波堤を設置していない測線よりヨシが

衰退しないこととした。

• また、湖岸域の連続性確保による外来魚の侵入、起伏堰設置による魚類の遡上阻害など、環境
修復による負の影響が生じないことを目標とした。

２．１ 湖岸域の環境修復の評価方法 ２ 第１０回水陸移行帯ＷＧからの追加検
討項目

侵略的外来種のすくすく
池への侵入

すくすく池内での
オオクチバス・ブ
ルーギル採集数

すくすく池 なし
すくすく池でバス
ギルが採集され
ないこと

0匹
仔稚魚調査（4

～8月　週1
回）

その他、生物に大きな変化がみられたときの考察材料とするための基礎情報として、水質調査（水温、Ec、pH、DO）の常時観測を行う。

･魚類移動調
査（5～8月

週1回）

事業実施前（H17）のデータが
ないため、事業仮実施時
（H18）の遡上状況より遡上時
期・遡上数等について魚種別
に定性的な判断を行う

琵琶湖から針江浜川上
流への魚類の遡上阻害
（うるうる水路、いきいき
ぜき）

遡上阻害種数

うるうる水
路+いきい
きぜき魚
道

いきいきぜき仮設
置時（H18）の結果

0匹

両施設をあわせ、
明らかに遡上が
阻害されている魚
種がみられないこ
と

事
業
の
影
響
評
価

何を評価するのか 何で評価するのか

評価したい事業 事業の目的
評価に

用いるデータ
対象範囲 比較対象 評価基準 数値目標 H20調査内容 備考

通水状況
うるうる水
路

なし
うるうる水路での
閉塞状況

閉塞日数0日
仔稚魚調査時
に確認

フナ類仔稚魚の
生息数

すくすく池 なし
すくすく池での干
出死の発生状況

干出死0匹
仔稚魚調査（4

～8月 週1
回）

後背水域の静穏化による
ヨシ帯の保全と再生

ヨシ帯奥行き距離
（ヨシ帯縁辺位置）

既存測線
L-2

消波堤設置前の
調査結果
（コントロール：L-1)

・植生調査（6
月・2測線）

大きな変化のみをとらえる
消波堤設置事例として質的変
化もモニタリングする

導水施設
（うるうる水路、いきいき
ぜき）

消波堤
奥行き距離の減少がL-1の減少
に比して小さいこと

フナ類仔稚魚の干出死
の防止



• 深溝うおじまプロジェクトについて、湖岸域の連続性が確保（土砂閉塞が0日）とフナ類
の干出死の防止（干出死0日）を目標とした。魚道の目標は、対象魚が遡上できることし

た。

２．１ 湖岸域の環境修復の評価方法
２ 第１０回水陸移行帯ＷＧからの追加検

討項目

何を評価するのか 何で評価するのか

評価したい事業 事業の目的
評価に

用いるデータ
対象範囲 比較対象 評価基準 数値目標 H20調査内容 備考

通水状況 魚の回廊 なし 水路の閉塞状況 閉塞日数0日
仔稚魚調査時
に確認

フナ類仔稚魚の
生息数

湖岸湿地 なし
湖岸湿地での干
出死の発生状況

干出死0匹
仔稚魚調査（4

～8月　週1
回）

湖岸湿地と近隣水路の
連続性を保持（在来魚の
往来を可能に）

ドジョウ・スジシマ
ドジョウ類・トウヨ
シノボリの通過数

さかなの
泉、まるた
の水路

実施前の状況（0）

ドジョウ・スジシマ
ドジョウ類・トウヨ
シノボリの通過が
みられること

1匹以上
･魚類移動調
査（4～8月
週1回）

その他の在来魚についても確
認されれば評価する

その他、生物に大きな変化がみられたときの考察材料とするための基礎情報として、植生調査（6月　2測線）を行う。

魚道
（さかなの泉、まるたの
水路）

導水施設
（魚の回廊、導水路、ポ
ンプ）

フナ類仔稚魚の干出死
の防止
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• 湖北地域ヨシ群落再生事業では、現状でヨシが豊富で産卵環境が良いＬ－２測線の環
境まで改善できることを目標とした。

※湖延L-2：
2地区計6測線のうち

残存ヨシ群落の測線

２．１ 湖岸域の環境修復の評価方法
２ 第１０回水陸移行帯ＷＧからの追加検

討項目

何を評価するのか 何で評価するのか
評価したい事

業
事業の目的

評価に
用いるデータ

対象範囲 比較対象 評価基準
数値
目標

備考

コイ・フナ類産
卵環境の質
的・量的向上

コイ・フナ類産
着卵数

湖北町延勝寺地
区3測線、川道・
南浜地区3測線

湖延L-2（現存
ヨシ帯）

湖延L-2と
同等であ
ること

その年の
湖延L-2
の値

フナ類仔稚魚
生息環境の質
的・量的向上

一定努力量に
よるフナ類仔
稚魚採集数

湖北町延勝寺地
区3測線、川道・
南浜地区3測線

湖延L-2（現存
ヨシ帯）

湖延L-2と
同等であ
ること

その年の
湖延L-2
の値

魚類相の質
的・量的向上

指標種採集数
湖北町延勝寺地
区3測線、川道・
南浜地区3測線

湖延L-2（現存
ヨシ帯）

湖延L-2と
同等であ
ること

その年の
湖延L-2
の値

年変動を踏まえ、湖
延L-2をコントロール
とする
考察のため、ヨシ帯
の奥行き・被度・植生
データを継続的に取
得中

消波堤、漂砂
防止堤の設置

ヨシ帯の保
全と再生


